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昨
年
の
秋
『
日
蓮
論
』
の
附
録
に
す
る
積
り
で
書
き
な
が
ら
、
遂

　
　
　
　
　
に
載
せ
ず
に
今
日
に
及
べ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
一

　
日
蓮
を
書
い
て
居
る
と
、
長
髪
白
髯
の
田
中
正
造
翁
が
何
処
か
ら
と
も
な
く

目
の
前
に
現
は
れ
る
。
予
は
折
々
、
日
蓮
を
書
い
て
居
る
の
か
、
翁
を
書
い
て

居
る
の
か
を
忘
れ
て
仕
舞
つ
た
。
予
が
始
め
て
翁
を
知
つ
た
の
は
最

早

十
年
以

前
。
其
時
は
丁
度
六
十
で
あ
つ
た
。
田
中
正
造
と
云
へ
ば
足
尾
鉱
毒
問
題
の
絶

叫
者
と
し
て
、
議
会
の
名
物
男
と
歌
は
れ
て
居
た
。
予
は
其
の
議
会
の
演
説
と

云
ふ
も
の
を
、
一
度
も
聴
か
な
か
つ
た
が
、
速
記
録
で
読
む
と
、
銅
山
主
や
政

府
当
局
に
対
す
る
罵
詈
悪
口
が
砲
弾
の
如
く
紙
上
に
鳴
動
し
て
、
関
東
の
野
人

が
、
満
面
朱
を
注
い
で
怒
号
す
る
様
子
が
ア
リ
〳
〵
と
見
え
た
。
然
れ
ど
も
其

の
罵
詈
悪
言
の
余
り
に
猛
烈
な
為
め
に
、
予
は
却
て
鉱
毒
問
題
其
物
に
対
し
て
、

窃
に
疑
惑
を
抱
か
ぬ
で
も
無
か
つ
た
。
或
人
は
冷
か
に
『
田
中
の
鉱
毒
は
政
略

さ
』
と
笑
つ
て
居
た
。

　
予
が
始
め
て
御
目
に
か
ゝ
つ
た
の
は
、
翁
が
進
歩
党
を
脱
し
た
、
春
の
未
だ

寒
い
時
分
で
あ
つ
た
。
其
頃
予
は
足
尾
の
山
の
視
察
記
を
書
い
て
居
た
。
或
日

編
輯
室
で
忙
が
し
く
筆
を
運
ば
せ
て
居
る
と
、
社
の
長
老
の
野
村
さ
ん
が
、

『
田
中
君
が
一
寸
お
目
に
掛
り
た
い
と
言
つ
て
居
ま
す
が
』
、
と
、
例
の
丁
重

な
調
子
で
言
は
れ
た
。
『
田
中
？
』
と
、
予
が
不
審
が
る
と
、
『
正
造
君
で
す
』

と
、
野
村
さ
ん
が
継
ぎ
足
さ
れ
た
。
予
は
直
ぐ
席
を
離
れ
て
応
接
室
へ
行
つ
た
。

　
左
右
の
壁
側
に
書
物
棚









を
置
い
て
、
雨
漏
の
シ
ミ
の
あ
る
天
井
か
ら
瓦
斯
の

鉄
管
が
ブ
ラ
下
が
つ
た
外
に
は
何
一
つ
の
装
飾
も
無
い
、
ガ
ラ
ン
と
し
た
埃
つ

ぽ
い
応
接
室
。
古
い
大
き
な
丸
卓
子






に
肘
を
つ
い
て
、
乱
髪
の
大
頭
を
深
く
考

え
込
ん
だ
一
個
巨
大
の
田
舎
老
漢








。
大
紋
の
赤
く
な
つ
た
黒
木
綿
の
羽
織
に
色

の
褪
せ
た
毛
繻
子
の
袴
。
階

下

は
直
ぐ
工
場
で
、
器
械
の
響
で
騒
が
し
い
。

　
予
が
声
を
掛
け
た
の
で
、
巨
大
漢
は
顔
を
上
げ
た
。
而

し
て
其
の
丘
の
よ
う

な
横
広
い
体
躯
を
揺
り
起
し
て
、
額
を
ピ
タ
リ
卓
子
に
つ
け
て
痛
み
入
る
程
丁

寧
な
挨
拶
。
其
の
初
め
て
上
げ
た
顔
に
二
つ
剥
き
出
し
た
茶
色
の
大
眼
球
、
予

は
今
も
判
然
と
覚
え
て
居
る
。

　
其
時
翁
は
風
呂
敷
包
か
ら
新
聞
の
切
抜
を
取
り
出
し
て
、
予
の
視
察
記
に
就

て
語
り
始
め
た
。
予
の
視
察
記
は
既
に
十
日
の
余
も
続
い
て
居
た
。
が
、
翁
は

今

朝

人
か
ら
注
意
さ
れ
て
始
め
て
読
ん
だ
と
云
ふ
の
で
あ
つ
た
。
然
う
言
ふ
彼

れ
の
眉
根
は
、
昼
夜
奔
走
の
多
忙
を
明
白
に
物
語
つ
て
居
た
。
足
尾
の
山
の
烟

毒
の
防
備
が
全
然
無
効
で
あ
る
こ
と
を
、
会
社
の
分
析
表
で
説
明
し
た
記
事
を

指
し
て
、
彼
は
厚
く
礼
を
言
ふ
た
。
二
年
前
の
鉱
毒
防
禦
工
事
で
問
題
は
既
に

解
決
さ
れ
た
も
の
と
云
ふ
政
府
の
答
弁
に
対
し
、
彼
は
其
の
無
効
を
怒
号
し
つ
ゝ

あ
つ
た
の
で
、
予
の
記
事
が
、
彼
の
議
論
に
証
拠
資
料
を
供
給
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
此
日
は
二
三
十
分
で
帰
つ
て
行
か
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
二

　
翁
は
間
も
な
く
議
員
ま
で
も
止
め
て
、
而
し
て
日
比
谷
の
路
傍
に
最
後
手
段

の
直
訴
に
及
ん
だ
。
『
鉱
毒
は
田
中
の
政
略
さ
』
と
嘲
つ
た
人
々
は
、
失
張
此

の
直
訴
ま
で
も
、
『
芝
居
を
演

つ
た
ナ
』
と
冷
笑
し
て
居
た
。

　
此
の
後
だ
。
予
は
潮
田
さ
ん
の
御
伴
を
し
て
、
翁
の
案
内
で
渡
良
瀬
沿
岸
の

鉱
毒
地
を
、
一
軒
毎
に
見
て
廻
つ
た
。
斯
ん
な
に
詳
し
く
家
毎
人
毎
に
就
て
調

べ
た
の
は
、
実
に
翁
自
身
も
始
め
て
な
の
で
、
見



ま
で
議
会
や
世
間
へ
向
て
訴

3



へ
て
来
た
悲
惨
は
、
事
実
の
百
分
一
に
も
足
ら
な
か
つ
た
こ
と
に
驚
い
て
仕
舞

は
れ
た
。
田
地
が
銅
毒
に
侵
さ
れ
て
か
ら
の
一
家
の
零
落
、
肉
身
の
離
散
を
老

人
や
婦
人
が
田
舎
の
飾
な
き
言
葉
で
語
る
。
翁
は
例
の
大
蛇





の
如
き
眼
球
を
瞋



ら
し
て
、
『
畜
生
野
郎
。
泥
棒
野
郎
』
と
、
破
鐘






の
如
く
に
絶
叫
し
た
。

『
皆
さ
ん
。
正
造
が
吃
度
敵
打






ち
を
し
て
あ
げ
ま
す
よ
』
。

　
予
は
翁
が
斯
う
言
ひ
捨
て
な
が
ら
、
涙
を
拭
き
〳
〵
出
て
行
く
の
を
幾
度
も

見
た
。

　
潮
田
さ
ん
は
女
丈
夫
で
あ
つ
た
。
溶
け
た
雪
路
の
、
風
の
ピ
ウ
〳
〵
吹
く
中

を
ザ
ブ
〳
〵
と
践

ん
で
先
に
立
つ
て
歩
か
れ
た
。
病
人
が
あ
る
と
で
も
聞
け
ば
、

穢


い
小
屋
の
下
へ
、
臭
い
と
云
ふ
顔
も
せ
ず
に
入
り
込
ん
で
、
親
切
に
力
を
付

け
て
や
つ
た
。
若
い
娘
が
無
邪
気
な
顔
し
て
賃
機
織
つ
て
居
る
の
な
ど
見
る
と
、

傍
へ
寄
つ
て
、
様
様
々
問
ひ
慰
め
て
、
恰
も
自
分
の
生
ん
だ
女

で
も
あ
る
よ
う

な
愛
情
を
注
が
れ
た
。
容
易
に
涙
を
見
せ
な
い
人
で
あ
つ
た
が
、
村
を
離
れ
て

田
圃
路
へ
で
も
か
ゝ
る
と
、

『
一
体
、
如
何
す
れ
ば
可
い
ん
だ
ね
』

と
、
柔
し
い
木

地

の
女
性





に
返
つ
て
、
ホ
ロ
〳
〵
と
泣
か
れ
た
。

『
政
治
な
ん
て
空
騒
ぎ
し
て
居
る
間
に
、
肝
腎
の
人
が
皆
ん
な
亡
ん
ぢ
ま
つ
た
』

と
、
翁
が
腕
拱
い
た
ま
ゝ
喪
心
者
の
如
く
独
語
さ
れ
る
の
を
、
予
は
屡
々
聞
い

た
。

　
　
　
　
　
　
　
三

　
谷
中
村
の
破
壊
前
、
村
長
代
理
の
郡
書
記
に
向
て
、
泥
棒
野
郎
と
言
つ
た
と

か
云
ふ
件
で
、
翁
が
官
吏
侮
辱
罪
に
問
は
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
其
時
或
人
が
斯

う
言
ふ
た
。
『
天
下
の
田
中
も
最
早
お
仕
舞
だ
』
。

　
一
般
の
世
評
を
聞
く
と
、
議
員
を
止
め
た
時
が
、
田
中
の
生
涯
の
終
局
で
、

直
訴
は
灯
火






の
消
え
る
時
パ
ツ
と
一
つ
閃
い
た
も
の
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居

る
。
実
に
妙
な
ワ
ケ
だ
。

『
政
治
家
に
な
つ
た
為
に
、
二
十
年
後
れ
て
仕
舞
つ
た
で
す
よ
』

と
、
云
ふ
の
が
翁
が
毎
々
残
念
が
つ
て
語
ら
れ
る
所
だ
。

　
予
は
翁
が
政
治
運
動
に
身
を
投
じ
た
時
の
話
を
聞
い
て
、
驚
歎
し
た
。
自
由

民
権
論
が
勃
興
し
て
、
国
会
開
設
の
請
願
と
云
ふ
風
が
全
国
の
志
士
を
吹
き
靡

か
し
た
時
だ
か
ら
、
明
治
十
二
三
年
頃
だ
。
翁
は
二
箇
条
の
一
家
処
分
案
を
提

出
し
た
と
云
ふ
。
財
産
抛
棄
と
家
系
断
絶
。
　
　
財
産
の
方
に
就
て
は
家
族
の

間
に
も
格
別
異
存
が
無
か
つ
た
そ
う
だ
が
、
家
系
断
絶
の
一
件
は
頗
る
苦
情
が

出
た
そ
う
だ
。
養
女
を
ば
若
干






の
財

産

を
付
け
て
実
家
へ
返
へ
し
て
仕
舞
つ
た
。

家


は
親
父
の
病
気
を
頼
み
き
り
に
し
た
医
師
へ
の
礼
に
や
つ
て
仕
舞
つ
た
。
か

く
て
翁
は
全
く
家
を
外
の
人
に
な
り
終
つ
た
。
是
れ
は
立
憲
代
議
政
治
の
政
治

家
の
覚
悟
と
し
て
は
、
余
り
に
高
過
ぎ
た
。
政
治
家
に
な
つ
た
為
め
に
二
十
年

後
れ
た
と
云
ふ
歎
息
は
、
少
し
も
不
思
議
で
無
い
。

　
翁
が
進
歩
党
を
脱
し
た
の
も
、
其
の
原
因
は
、
鉱
毒
問
題
を
他
か
ら
党
派
間

題
と
し
て
中
傷
さ
れ
る
の
を
避
け
る
為
め
で
あ
つ
た
ろ
う
。
又
た
議
員
を
止
め

た
の
も
、
鉱
毒
問
題
は
選
挙
の
政
略
だ
な
ど
讒
誣
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
為
め
で
あ

つ
た
ろ
う
。
け
れ
ど
政
党
と
か
議
会
と
か
云
ふ
窮
屈
な
小
箱
に
納
ま
つ
て
居
る

こ
と
は
、
翁
の
本
来
性
の
所
詮
堪
え
得
る
苦
痛
で
無
い
こ
と
が
、
其
の
深
い
真

因
で
あ
る
。
人
間
を
只
だ
社
会
国
家
の
一
分
子
と
見
、
机
上
の
統
計
表
を
繰
り

ひ
ろ
げ
て
、
富
が
増
し
た
と
か
、
国
権
が
拡
張
し
た
と
か
言
ふ
て
居
る
こ
と
は
、

翁
の
熱
血
の
承
知
し
得
る
こ
と
で
無
い
。
翁
の
眼
は
直
に
活
き
て
居
る
「
人
」

に
注
ぐ
。
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四

　
翁
の
頭
脳





に
は
一
人
の
大
き
な
戯
曲
家
が
住
ん
で
居
る
。
其
れ
故
、
始
め
て

翁
と
語
る
者
は
、
彼
は
幻
視






と
事
実
と
混
同
し
て
居
る
ん
じ
や
無
い
か
と
思
ふ
。

或
は
彼
は
誇
大
な
虚

言

を
吐
く
男
だ
と
思
ふ
。
成
程
翁
の
語
る
事
実
に
は
、
普

通
の
事
実
と
違
ふ
も
の
が
多
い
。
翁
は
普
通
の
人
が
見
な
い
事
実
を
語
る
。
何

等
の
疑
念
な
く
、
平
気
に
真
面
目
に
、
而
か
も
慷
慨
歎
息
し
て
語
る
。
而
し
て

多
く
の
人
は
是
れ
が
為
に
、
『
田
中
の
話
は
信
用
が
出
来
ぬ
』
と
云
ふ
て
避
け

て
仕
舞
ふ
。
け
れ
ど
後
に
な
る
と
、
翁
の
言
ふ
た
こ
と
が
皆
な
正
確
な
事
実
に

な
つ
て
現
は
れ
て
来
る
。
普
通
人
の
事
実
と
云
ふ
の
は
、
只
だ
目
に
見
え
る
だ

け
の
浅
薄
な
断
片
に
過
ぎ
な
い
が
、
翁
の
事
実
は
、
脳
中





の
鏡
に
映
じ
た
組
織

的
戯
曲
的
の
事
実
だ
。
彼
は
直
に
我
が
見
た
所
の
も
の
を
語
る
。
故
に
未
だ
存

在
し
な
い
こ
と
を
も
、
既
に
存
在
し
た
も
の
と
し
て
語
る
。
彼
に
取
て
は
未
来

は
即
ち
現
在
だ
。
彼
は
書

物

も
読
ま
な
い
。
新
聞
も
読
ま
な
い
。
只
だ
一
心
に

「
人
」
ば
か
り
考
え
て
居
る
。
故
に
翁
の
智
慧
に
は
殆
ど
虚
偽
の
雲
が
無
い
。

『
小
児





の
時
読
ん
だ
論
語
さ
へ
も
、
今
日
邪
魔
に
な
る
』
と
、
何
時
や
ら
も
シ

ミ
／
″
＼
と
歎
息
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
五

　
然
れ
ど
も
過
去
を
考
え
る
と
、
翁
の
事
業
は
「
悪
を
憎
む
」
一
方
に
傾
い
て

居
た
。
其
の
動
機
の
底
に
は
、
愛
人
の
熱
涙
が
沸
つ
て
居
て
も
、
其
れ
が
一
た

び
彼
の
「
気
質
」
を
通
過
し
て
出
て
来
る
時
は
、
既
に
一
面
に
敵
に
対
す
る
憎

悪
の
毒
烟
に
掩
は
れ
て
居
た
。
鉱
毒
運
動
に
賛
成
す
る
者
は
正
義
の
士
で
、
賛

成
し
な
い
者
は
不
正
不
義
の
徒
と
、
か
う
云
ふ
風
に
、
翁
の
眼
中
に
は
極
め
て

明
確
に
区
別
が
つ
い
て
居
た
。

　
政
党
を
捨
て
、
議
会
を
捨
て
、
政
治
を
捨
て
、
世
間
か
ら
も
、
故
旧
か
ら
も
、

同
志
か
ら
も
一
切
忘
ら
れ
て
、
孤
身
単
影
、
谷
中
の
水
村
へ
沈
ん
だ
時
が
、
翁

の
生
涯
に
於
け
る
新
飛
躍
で
あ
つ
た
。
四
十
年
の
夏
。
谷
中
村
の
残
民
十
幾
戸

が
、
愈
々
公
権
に
依
て
破
壊
さ
れ
了
つ
た
時
、
或
人
が
扇
子
を
出
し
て
、
何
か

書
い
て
下
だ
さ
い
と
云
ふ
と
、
翁
は
筆
を
持
つ
て
打
ち
案
じ
て
居
ら
れ
た
が
、

忽
ち
腕
が
動
い
た
と
見
る
と
、
雪
白
の
扇
面
に
「
辛
酸
入
佳
境
」
と
行
書
の
五

文
字
、
さ
な
が
ら
竜
の
行
く
が
如
く
に
躍
り
出
で
た
。
見
て
居
た
連
中
、
何
れ

も
う
ま
い
〳
〵
と
、
只
管






に
其
の
筆
鉾
を
讃
め
た
ゝ
へ
た
。
讃
め
ら
れ
て
翁
は
、

長
髪
の
波
打
つ
頭
を
両
手
に
叩
い
て
、
大
口
開
い
て
「
ハ
ヽ
ヽ
ヽ
」
と
笑
わ
れ

た
。
予
は
覚
え
ず
涙
を
呑
ん
だ
。

「
辛
酸
入
佳
境
」

　
翁
の
生
涯
は
実
に
此
の
五
文
字
に
描
き
尽
く
さ
れ
て
居
る
。

　
此
の
頃
か
ら
、
翁
は
点
頭





き
な
が
ら
、

『
悪
人
と
云
ふ
も
の
は
無
い
で
す
。
悪
人
と
思
つ
た
の
が
間
違
で
、
つ
ま
り
何

も
知
ら
な
い
の
で
す
』

と
語
り
始
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
六

　
一
昨
年
の
何
月
頃
で
あ
つ
た
か
、
翁
は
切
り
に
文
章
を
書
い
た
。
其
れ
が
皆

な
古
河
の
停
車
場
の
茶
店
に
汽
車
を
待
つ
間
な
ど
の
手
ず
さ
み
で
、
曾
て
腰
を

離


つ
た
こ
と
の
無
い
大
き
な
矢
立
を
取
り
出
し
て
、
粗
末
な
手
帳
へ
書
き
放
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
の
が
三
四
冊
出
来
た
。
読
ん
で
驚
い
た
。
希
臘






羅
馬





あ
た
り
の
古
哲
の
遺
書
を
誦
む
よ
う
な
気
が
す
る
。
深
玄
な
哲
理
が
極
め
て
平

5



易
な
文
字
を
以
て
ス
ラ
〳
〵
と
自
在
に
書
き
流
し
て
あ
る
。

『
如
何
し
て
書
く
気
に
お
な
り
で
し
た
』
。

と
聞
い
て
見
た
が
、

『
何
だ
か
切
り
に
死
ぬ
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、
只
だ
浮
ぶ
ま
ゝ
を
書
い
て
見

た
の
で
す
。
お
目
に
な
ど
掛
け
る
品
で
ご
わ
せ
ん
』
。

　
斯
う
言
つ
て
、
恰
も
小
供
の
羞
か
む
だ
時
の
よ
う
に
、
首
を
低

れ
て
笑
は
れ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
七

　
今
年
七
月
の
三
日
、
即
ち
予
が
円
覚
寺
へ
行
つ
た
前
日
、
谷
中
村
破
壊
の
三

周
年
紀
念
会
を
開
く
と
云
ふ
通
知
が
あ
つ
た
の
で
、
小
雨
の
中
を
行
つ
て
見
た
。

三
年
前
に
は
未
だ
小
供
の
よ
う
で
あ
つ
た
も
の
が
、
既
に
立
派
な
青
年
に
な
つ

て
盛
に
周
旋
し
て
居
た
。
予
は
翁
か
ら
の
注
文
で
、
隣
家





の
着
古
る
し
の
芝
簑

を
一
領
携
へ
て
行
つ
た
。
翁
は
直
ぐ
と
着
て
見
て
大
喜
び
。

　
　
　
　
　
　
　
八

　
翁
は
よ
く
手
紙
を
書
く
。
同
じ
日
付
の
手
紙
が
二
本
も
三
本
も
来
る
こ
と
が

あ
る
。
若
し
一
週
間
も
音
信





が
無
い
と
、
何
か
変
事
で
も
出
来
た
の
で
は
無
い

か
と
心
配
に
な
る
。
是
れ
は
八
月
三
日
の
端
書
で
、
特
に
「
土
用
見
舞
状
」
と

書
き
、
尚
ほ
「
今
日
の
所
で
は
埼
玉
二
ヶ
村
本
年
大
豊
年
巡
視
中
、
谷
中
植
付

無
し
」
と
表
書





の
宛
名
の
下
に
書
き
足
し
て
あ
る
。
翁
の
手
紙
は
毎
々
此
の
流

儀
の
規
則
破
り
だ
。

　
「
拝
啓
、
い
つ
も
同
じ
よ
ふ
な
、
唐
人
の
寝
言
の
よ
ふ
な
文
句
、
も
ふ
呆
れ

　
ら
れ
る
頃
。
西
田
法
師
は
今
何
処
に
納
涼
し
て
居
ら
る
る
か
。
法
師
の
納
涼

　
は
ヤ
ヽ
大
な
り
。
人
は
出
る
に
車
馬
あ
り
を
、
此
人
の
は
出
れ
ば
必
ず
風
あ

　
り
。
至
る
処
風
な
き
な
し
。
至
る
処
月
な
き
な
し
。
花
な
き
な
し
。
雲
な
き

　
な
し
。
天
地
山
川
皆
我
も
の
な
り
。
世
人
の
憐
れ
な
る
、
此
大
い
な
る
を
見

　
す
て
ゝ
跼
蹐
た
る
小
天
地
に
身
を
投
じ
、
苟
も
金
を
懐
中
せ
ざ
れ
ば
、
山
に

　
海
に
林
に
遊
び
に
も
行
く
の
勇
気
な
く
、
殆
ど
疲
れ
た
る
老
人
の
如
し
。
苟

　
も
食
な
け
れ
ば
一
日
だ
も
安
ん
ぜ
ず
。
此
人
々
の
海
辺
へ
山
林
に
行
か
ん
か
。

　
先
づ
弁
当
と
金
と
に
腹
一
杯
な
る
を
以
て
、
清
涼
の
空
気
と
い
へ
ど
も
容
る
ゝ

　
の
余
地
な
き
ま
で
に
奢
り
ふ
け
り
て
は
、
又
新
鮮
空
気
の
必
用
な
し
。
か
の

　
農
民
の
田
の
面
に
腰
休
め
、
烟
草
一
プ
ク
、
天
地
と
共
に
立
ち
て
自
由
の
呼

　
吸
を
な
す
。
こ
れ
誠
に
納
涼
の
ヤ
ヽ
大
な
る
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
習
慣
は
、

　
富
よ
り
出
で
ざ
れ
ば
楽
み
と
せ
ず
。
所
有
権
よ
り
来
る
困
難
厄
介
の
問
題
、

　
い
か
に
神
聖
の
教
あ
り
と
も
、
馬
耳
東
風
。
狭
き
納
涼
に
多
大
の
金
銭
を
失

　
ふ
て
得
々
た
り
」
。

　
此
頃
毎
日
の
雨
。
先
づ
東
海
道
筋
の
大
出
水
大
破
壊
。
次
で
利
根
川
大
氾
濫

と
云
ふ
新
聞
。
逆
流
の
波
に
打
た
れ
る
谷
中
の
惨
状
が
目
の
前
に
浮
ぶ
。
予
は

翁
の
多
忙
を
思
ふ
た
。
す
る
と
十
一
日
に
は
予
の
村
も
荒
川
の
氾
濫
で
同
じ
く

水
浸
し
に
な
つ
て
仕
舞
つ
た
。
道

路

は
背
が
立
た
ぬ
。
隣
家
へ
行
く
に
も
船
で

無
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
赤
濁
り
の
汚
水
が
床
板
の
上
を
川
の
よ
う
に
流
れ
た
。
水

は
五
六
日
で
退

き
、
道
も
や
が
て
乾
い
た
が
、
稲
田
は
穂
を
含
ん
だ
ま
ゝ
に
枯

れ
て
仕
舞
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
九

　
二
十
四
日
の
午
前






、
日
が
照
つ
て
再
び
暑
気





が
増
し
た
。
庭
前
に
ガ
サ
〳
〵

6大野人



と
物
の
摺
れ
る
音
が
す
る
の
で
、
振
り
向
い
て
見
る
と
、
菅
笠
に
足
袋
跣







の
翁

が
、
天
秤
棒
の
先
に
風
呂
敷
包
を
一
つ
担
い
で
、
此
の
晴
天
に
先
日
の
簑
を
着

込
ん
で
御
坐
る
。
垣
根
の
外
に
は
村
の
小
供
等
が
鼻

汁

を
嘗
め
な
が
ら
珍
ら
し

さ
う
に
眺
め
て
居
る
。
今
度
の
洪
水
に
就
て
、
急
に
用
事
が
出
来
た
の
で
昨
夜





出
で
来
た
と
云
ふ
お
話
。
是
れ
か
ら
直
ぐ
又
た
番
町
へ
行
つ
て
、
明
日
は
早
く

村
へ
帰
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
。

　
ま
あ
、
少
し
お
休
み
な
さ
い
と
無
理
に
引
き
留
め
て
、
種
々
と
承
は
る
。
例

の
矢
立
を
抜
き
出
し
て
、
半
紙
を
延
べ
て
利
根
川
流
域
の
地
図
が
画
か
れ
る
。

而
し
て
洪
水
氾
濫
の
決
し
て
天
災
で
は
無
く
し
て
全
く
人
工
で
あ
る
こ
と
を
説

明
さ
れ
る
。
簡
潔
明
晰
で
、
洪
水
が
ま
る
で
指
頭
に
ブ
ラ
下
が
つ
て
居
る
よ
う

だ
。

『
雨
は
昔
も
降
つ
た
で
す
。
水
は
昔
も
出
た
で
す
。
水
が
出
る
と
云
ふ
こ
と
は
、

百
姓
は
驚
き
ま
せ
ん
。
却
て
山
か
ら
結
構
な
肥
料
を
持
つ
て
来
て
呉
れ
ま
す
の

で
、
水
の
翌
年
は
豊
年
だ
と
云
ふ
て
喜
ん
だ
も
の
で
す
。
所
が
今
は
一
升
の
雨

を
三
升
に
し
て
押
し
流
す
か
ら
堪
り
ま
せ
ん
よ
』
。

「
一
升
の
雨
を
三
升
に
し
て
流
す
」
、
翁
の
説
明
は
常
に
此
の
禅
僧
式
な
の
で
、

血
の
運
り
の
悪
い
識
者
は
、
先
づ
貶

な
し
て
仕
舞
つ
て
聴
か
う
と
し
な
い
。

『
先
づ
山
林
濫
伐
で
水
源
が
赤
裸
々







に
な
る
。
そ
こ
で
以
前
は
二
日
に
流
れ
た

雨
量
を
一
日
に
流
し
て
二
倍
に
す
る
。
其
れ
を
又
た
下
流
に
色
々
な
障
礙
物
を

築
造
し
て
、
無
理
に
水
を
湛
へ
て
逆
流
さ
せ
て
三
倍
に
し
て
仕
舞
ふ
。
是
れ
だ

か
ら
昔
も
今
も
同
じ
雨

量

で
、
洪

水

は
三
倍
の
害
を
す
る
』
。

　
如
何
に
も
其
の
通
り
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
十

　
午
後
、
枕
を
出
し
て
置
く
と
、
翁
は
何
時
か
横
に
な
つ
て
、
大
鼾
を
か
い
て
、

楽
々
と
熟

睡

つ
て
仕
舞
は
れ
た
。
山
の
転
ん
だ
よ
う
な
寝
姿
。
ホ
ノ
／
″
＼
と

紅
味
を
含
ん
だ
厚
肉
の
頬
の
あ
た
り
を
熟
々






な
が
め
て
、
予
は
又
た
十
年
の
昔
、

新
聞
社
の
二
階
で
始
め
て
見
た
時
を
思
ひ
浮
べ
た
。
彼
の
頃
の
翁
の
容

貌

に
は

「
疲
労
」
の
二
字
を
隠
く
す
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
直
訴
の
前
後
が
、
或
は

翁
の
疲
労
の
頂
点
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

　
直
訴
の
翌
々
年
の
秋
の
初
と
記
憶
し
て
居
る
。
是
れ
ま
で
長
年
鉱
毒
問
題
に

同
情
を
寄
せ
て
呉
れ
た
人
達
を
神
田
の
青
年
会
館
に
招
い
て
訣
別
演
説
を
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
無
論
訣
別






な
ど
云
ふ
意
味
を
出
し
て
招
か
れ
た
の
で
無
い
が
、

後
に
至
て
其
意
志
を
読
む
こ
と
が
出
来
た
。
政
治
家
、
僧
侶
、
新
聞
記
者
、
種



々


な
顔
が
集
つ
た
。
予
も
後
ろ
の
方
に
腰
掛
け
て
居
た
。
や
が
て
翁
は
椅
子
を

離
れ
て
一
同
の
前
に
例
の
丁
重
な
辞
儀
を
さ
れ
た
。
其
時
の
翁
は
相
変
ら
ず
黒

木
綿
の
単
衣





に
毛
繻
子
の
袴
。
羽
織
は
無
か
つ
た
。
偖

て
顔
を
上
げ
て
口
を
切

ら
ふ
と
す
る
と
、
言
葉
が
出
な
い
。
頭
を
振
つ
て
偖
て
又
た
口
を
切
ら
ふ
と
す

る
が
、
矢
張
ど
う
し
て
も
言
葉
が
出
な
い
。
来
賓
等
も
不
審
に
思
つ
て
見
て
居

る
と
、
翁
の
両
眼
か
ら
、
忽
ち
熱
涙
が
堤
を
切
つ
て
溢
れ
落
ち
た
。
其
れ
を
大

き
な
拳
で
横
な
ぐ
り
に
払
ふ
。
満
坐
霊
気
に
打
れ
て
、
皆
な
頭
を
垂
れ
た
。
翁

は
立
つ
た
ま
ゝ
、
後
ろ
向
き
に
な
つ
て
暫
く
泣
い
て
居
ら
れ
た
が
、
や
が
て
扉



を
開
け
て
顔
洗
い
に
出
て
行
か
れ
た
。

　
此
の
日
の
演
説
は
長
か
つ
た
が
、
一
言
一
語
、
沸
る
血
液
の
響
で
あ
つ
た
。

『
是
れ
だ
け
の
こ
と
を
皆
様
に
御
訴
へ
申
し
た
上
は
、
田
中
正
造
、
今
晩
死
に

ま
し
て
も
、
少
し
も
思
ひ
残
す
こ
と
は
御
坐
り
ま
せ
ん
』
。

　
是
れ
が
最
後
の
一
句
。

　
何
で
も
前
々
か
ら
有
志
者
の
間
に
は
、
翁
に
対
し
て
不
平
の
声
が
頗
る
盛
で

あ
つ
た
。
つ
ま
り
「
田
中
が
余
り
我
儘
で
イ
ケ
な
い
」
と
言
ふ
の
だ
。
「
鉱
毒
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問
題
を
田
中
一
人
の
物
に
し
て
置
い
て
、
我
々
の
言
ふ
こ
と
を
少
し
も
用
ひ
な

い
の
は
不
都
合
だ
」
と
言
ふ
の
だ
。
鉱
毒
地
の
人
民
は
可
哀
そ
う
だ
が
、
田
中

が
居
て
は
救
ふ
て
や
る
こ
と
が
出
来
な
い
な
ど
言
ふ
て
、
其
れ
を
口
実
に
逃
げ

た
人
も
多
い
。
実
は
斯
く
言
ふ
予
自
身
も
翁
に
対
し
て
数
々






不
快
の
念
を
抱
い

た
者
だ
。
或
時
翁
と
新
聞
社
の
卓
子





の
上
で
衝
突
し
た
。
原
因
は
忘
れ
た
が
、

何
で
も
予
が
生
意
気
な
こ
と
を
言
つ
た
に
相
違
な
い
。
す
る
と
今
ま
で
丁
寧
に

話
し
て
居
た
翁
は
、
む
く
と
真
赤
に
立
腹
し
て
有
り
合
は
せ
た
大
き
な
雑
誌
を

鷲
づ
か
み
に
し
た
か
と
思
ふ
と
、
天
井
も
抜
け
さ
う
に
罵
り
な
が
ら
、
バ
シ
イ

リ
〳
〵
と
卓
子
を
叩
き
始
め
た
。
墨
は
飛
ぶ
、
紙
は
舞
ふ
。
編
輯
室
一
同
筆
を

止
め
て
呆
れ
て
見
て
居
る
。
壁
一
重
の
印
刷
場
か
ら
は
、
活
字
を
手
に
し
た
ま

ゝ
、
男
女
の
職
工
が
狭
い
戸
口
に
顔
を
重
ね
て
見
物
す
る
。
予
は
知
ら
ん
顔
し

て
原
稿
を
書
い
て
居
た
。
翁
も
漸
く
気
が
晴
れ
た
か
、
け
ろ
り
と
元
の
柔
和
な

顔
に
返
つ
て
、
執
務
妨
害
の
謝

罪

を
し
て
、
急
な
梯
子





を
ガ
タ
リ
〳
〵
と
帰
つ

て
行
か
れ
た
。
凡
そ
翁
に
接
近
し
た
も
の
で
、
此
の
怒
号
を
浴
び
せ
ら
れ
な
い

も
の
は
無
か
つ
た
に
相
違
な
い
。

　
然
れ
ど
も
此
の
「
有
志
者
」
と
云
ふ
奇
怪
な
一
種
族
が
、
長
い
間
何
程
翁
を

苦
し
め
た
か
を
考
え
る
と
、
予
は
実
に
此
人
を
気
の
毒
に
思
ふ
。
「
有
志
者
」

と
言
ふ
の
は
、
何
時
で
も
勝
手
に
逃
げ
て
行
け
る
人
の
こ
と
だ
。

　
此
の
無
責
任
の
大
群
が
、
恩
人
顔
し
て
出
放
題
を
吐

く
の
だ
か
ら
堪
え
ら
れ

る
も
の
で
無
い
。
け
れ
ど
「
運
動
」
と
云
ふ
も
の
に
は
此
の
「
有
志
者
」
の
虫

が
必
要
だ
。
「
運
動
」
が
景
気
づ
け
ば
、
此
の
有
志
者
も
自
然
世
間
へ
顔
を
売

り
出
す
こ
と
に
な
る
。
翁
の
鉱
毒
問
題
が
、
此
の
「
運
動
」
時
代
に
居
た
頃
は
、

「
有
志
者
」
も
盛
に
集
ま
つ
た
。
け
れ
ど
今
や
翁
自
身
が
政
治
と
云
ふ
運
動
場

裡
を
退
出
し
た
。
翁
の
事
業
が
日
一
日
と
世
間
的
で
無
く
し
て
精
神
的
に
落
ち

て
行
く
。
昨
日
ま
で
は
、
翁
が
運
動
団
の
帝
王
で
、
有
志
者
は
将
校
士
卒
で
あ

つ
た
。
然
る
に
翁
自
ら
帝
王
の
権
威
を
抛
棄
し
た
今
日
は
、
主
客
其
の
位
地
を

変
じ
て
、
却
て
有
志
族
の
圧
迫
に
苦
し
め
ら
れ
る
境
遇
に
陥
ち
て
仕
舞
つ
た
。

鉱
毒
問
題
が
新
聞
に
二
号
活
字
で
記
載
せ
ら
れ
、
少
し
く
世
間
の
景
気
が
付
く

と
、
忘
れ
て
居
た
有
志
者
が
、
直
ぐ
何
処
か
ら
と
も
な
く
寄
つ
て
来
て
、
大
き

な
口
を
利
く
。
而

し
て
世
間
の
評
判
が
消
え
る
と
、
此
の
有
志
者
も
亦
た
共
に

烟
の
よ
う
に
亡
く
な
つ
て
仕
舞
ふ
。
予
は
谷
中
村
破
壊
の
最
後
の
幕
ま
で
、
翁

が
絶
え
ず
此
「
有
志
者
」
と
云
ふ
恩
人
の
為
め
に
苦
め
ら
れ
て
居
る
の
を
実
見

し
た
。

　
翁
は
今
年
七
十
だ
。
然
か
し
体
躯





は
以

前

よ
り
も
遙
か
に
健

康

な
ら
れ
た
。

直
訴
の
時
分
に
は
車
が
無
け
れ
ば
歩
行
事







出
来
な
か
つ
た
人
が
、
今
で
は
腕
車





を
全
廃
さ
れ
た
と
云
ふ
。
顔
の
皺
も
近
頃
は
美
し
く
延
び
て
、
若
々
と
な
ら
れ

た
。

『
六
十
の
翁
は
義
人
で
あ
つ
た
。
け
れ
ど
七
十
の
翁
は
既
に
聖
者
の
域
だ
』
。

　
予
は
斯
う
思
ひ
な
が
ら
、
団
扇





を
取
て
顔
の
蝿
を
払
つ
て
居
た
。

　
日
の
西
に
傾
い
た
頃
、
翁
は
ポ
カ
リ
と
目
を
覚
ま
し
て
、
是
れ
か
ら
番
丁
へ

行
く
と
言
は
れ
る
。
予
は
一
泊
を
勧
め
て
見
た
が
、
明
日
村
へ
帰
へ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
か
ら
と
言
は
れ
ゝ
ば
、
強
い
て
引
き
留
め
る
わ
け
に
も
な
ら
ぬ
。

　
翁
は
障
子
口
に
坐
つ
た
ま
ゝ
、
太
い
腕
を
背
後





へ
廻
し
な
が
ら
、

『
深
呼
吸
と
運
動
と
で
、
リ
ヨ
ウ
マ
チ
も
先
づ
〳
〵
退
治
て
仕
舞
い
ま
し
た
』

と
言
は
れ
る
。

『
ど
う
で
す
。
一
つ
静

坐

つ
て
御
覧
に
な
つ
て
は
。
貴
方
な
ど
は
一
度
で
直
ぐ

御
わ
か
り
に
な
り
ま
せ
う
。
自
己
流
で
は
失
張
駄
目
で
す
。
今
夜
お
泊
り
に
な

つ
て
、
一
度
岡
田
さ
ん
に
お
逢
い
に
な
つ
て
は
』

と
、
予
は
勧
め
て
見
た
。
翁
も
一
寸
考
え
て
居
ら
れ
た
が
、

『
村
の
用
事
が
重
な
つ
て
居
る
ん
で
』
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と
、
首
を
傾
け
な
さ
る
。

　
翁
は
簑
を
巻
い
て
、
包
と
一
つ
に
天
秤
棒
に
結
ん
で
、
立
ち
出
で
た
。
予
は

村
境
ま
で
も
と
、
話
し
な
が
ら
送
つ
て
行
つ
た
。

　
村
を
出
離
れ
て
田
圃
路
を
う
ね
り
〳
〵
行
く
時
、
翁
は
始
め
て
簑
の
話
を
せ

ら
れ
た
。

『
何
時
で
し
た
か
、
雨
の
降
る
中
を
貴
宅
か
ら
の
帰
り
に
、
此
の
田
圃
で
、
若

い
娘
さ
ん
の
簑
笠
で
、
肥

車








を
押
し
て
来
る
の
に
逢
ひ
ま
し
た
が
、
其
の
簑

の
濡
れ
た
姿
が
如
何
に
も
可
か
つ
た
。
其
れ
で
貴
方
に
ワ
ザ
〳
〵
御
手
数
を
か

け
た
で
す
が
、
所
で
私
が
着
た
で
は
、
ド
ウ
も
娘
さ
ん
の
様
な
善
い
格
好
に
行

か
な
い
』
。

　
斯
う
言
つ
て
翁
は
自
髯
を
夕
風
に
そ
よ
が
せ
な
が
ら
、
さ
も
心
地
よ
げ
に
呵



々


と
笑
は
れ
た
。
予
も
噴
き
出
さ
ず
に
は
居
ら
れ
な
か
つ
た
。

　
村
境





の
土
橋
へ
来
た
の
で
、
予
は
立
ち
留
つ
て
、

『
ど
う
で
す
。
一
つ
都
合
し
て
岡
田
さ
ん
へ
行
つ
て
御
覧
に
な
つ
て
は
』

と
再
び
勧
め
て
見
た
。
何
と
響
い
た
か
、
翁
も
同
じ
く
足
を
留
め
て
、
首
傾
け

て
考
え
て
居
ら
れ
た
が
、
弾
く
よ
う
に
顔
を
上
げ
て
、

『
参
り
ま
す
。
参
り
ま
す
。
で
は
今
夜
は
日
暮
里
に
泊
め
て
戴
い
て
、
明
朝
必

ら
ず
参
り
ま
す
』
。

　
笠
の
中
か
ら
恰
も
誓
ふ
よ
う
に
言
つ
て
、
一
礼
し
て
、
ス
タ
〳
〵
と
行
つ
て

仕
舞
は
れ
た
。

　
予
は
田
圃
を
戻
り
な
が
ら
、
心
は
何
時
か
、
書
き
か
け
の
日
蓮
の
上
に
飛
ん

だ
。

『
法
然
は
八
十
で
死
ん
だ
。
親
鸞
は
九
十
で
死
ん
だ
。
六
十
は
日
蓮
と
し
て
若

過
ぎ
た
。
せ
め
て
今
ま
十
年
生
か
し
置
い
て
、
其
の
新
発
展
を
見
せ
て
貰
い
た

か
つ
た
』
。
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、
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